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教員の両親から生まれる。

神戸大学発達科学部を卒業。

中学から大学までは水泳部のキャプテン。（現在、神戸市水泳協会副会長）

灘区の松蔭中学と神戸海星中高等学校で１８年間教員を勤める（理科と化学を教える）。

地元少年野球部の元コーチ、地域こども水泳教室の現コーチ。

２０１５年４月の神戸市会選挙に灘区から出馬し、８,１２７票を頂き初当選。

経済港湾委員会所属。

議会活動のかたわら、駅頭活動と週末の地域周りを現在も欠かさず継続中。

教員経験を活かし不登校対策や教員の多忙化対策等、教育全般の環境改善に全力活動中。

★　毎月末　市政報告会を開催しています。
　　電話・メール等でご予約いただき、ぜひご参加ください。　

討議資料

数字で見る いさやま大介の活動！( 平成 31 年 1 月末現在）

いさやま大介事務所
〒657-0816
神戸市灘区国玉通 2-2-8　まどかビル２階東
TEL：070-1930-2368
FAX：078-271-3707

いさやま大介事務所　〒657-0816　神戸市灘区国玉通 2-2-8　まどかビル２階東

 TEL：070-1930-2368　FAX：078-271-3707  mail:info@isayama-daisuke.jp

政務活動費返還額 ￥ ３６,770,７８６

政務活動費返還割合 49.4 ％

（※平成 27 年～ 29 年度　所属会派総額）

（※平成 27 年～ 29 年度　所属会派支給額に対する割合）

　
☑ 政務活動費不正による、 自民系神戸市会議員４名の辞職ドミノ。

☑ 市会議員の期末手当増額条例が、 その根拠も示されないまま自ら３度も提出されて可決。

☑ 神戸市役所の長年にわたる職務専念義務違反、 いわゆるヤミ専従問題。

今  こそ納税者目線で、市政・議会改革を！

市政を身近に

私、 いさやま大介の任期中に発覚した議会や行政の問題および悪しき慣例に

共通して欠けているのは、 納税者である私たち市民の目線です。

そのような観点から、 次にあげる厳しい取り組みを実践し、 議会における政務活動費の返還割合が

トップクラスです。 ただ返還することが目的ではありません。

・ 「政活費の事業計画書」 を作成 ・公開し、 支給全額使い切りの発想にせず、

　　使途と目的を効果のあるものに絞ること。

・　自身の報酬から活動費を捻出し、 余らせた政務活動費を返還していること。

前衆議院議員　いさか信彦

議員定数 ・報酬削減の議論も進め 「身を切る改革」 を実行して行きます。

質問数 120 本
　（※本会議、 予算 ・決算特別委員会）

　　私の後任に指名しました、いさやま大介は、期待以上

の活動をしております。引き続き、灘区を任せていきます

　　　ので、よろしくお願いいたします。

市政を身近に！

税金のムダ使い

を許さない！

街頭活動　

約 3７０ 回

活動報告 発行枚数　６００,５００ 枚

報告会　約 50 回

市民からの相談 ・ 陳情対応　約　１７０ 件

議会活動量

ナンバーワン！
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